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赤穂市文化財調査報告書を刊行・販売します。 

 

 

 

１．趣 旨 

 赤穂市教育委員会では、各種文化財調査の成果を広く公開するため、文化財調査報告書

を刊行・販売しています。このたび有年考古館の令和２年度の活動をまとめた「有年考古

第９号」と、天然記念物である生島樹林の植生調査の記録「天然記念物 生島の植生調査

報告 2021」を刊行・販売します。 

 

 

２．内 容 

（１）有年考古第９号（赤穂市文化財調査報告書 96） 

  ページ数 １００ページ（うち、カラー３６ページ） 

  販売価格 ５００円 

  販売部数 ２００部 

 

（２）天然記念物 生島樹林の植生調査報告 2021（赤穂市文化財調査報告書 97） 

  ページ数 ４６ページ（カラー） 

  販売価格 ８００円 

  販売部数 ５０部 

 

※概要等については別紙資料を参照ください。 

会 見 年 月 日 令和４年４月２１日（木曜日） 

担 当 課 文化財課 

問い合わせ先 

電話：0791-43-6962 

（内線：2326） 

F A X：0791-43-6895 

（担当者名：荒木、山中） 



『有年考古 第９号』の発刊及び販売について 

 

１ 名  称  『有年考古 第９号』－赤穂市立有年考古館年報（令和２年度）－ 

 

２ 販売部数  ２００部（発行部数７００部） ※販売以外の５００部は全国の関係機関へ寄贈 

 

３ 販売開始  令和４年４月２０日（水）～ 

 

４ 販売場所  赤穂市立有年考古館         （ＴＥＬ・ＦＡＸ：０７９１－４９－３４８８） 

赤穂市教育委員会文化財課文化財係         （ＴＥＬ：０７９１－４３－６９６２ ＦＡＸ：０７９１－４３－６８９５） 

 

５ 販売価格  １部 ５００円 

 

６ 内  容  ①総頁数  １００ページ（カラー３６ページ、モノクロ６４ページ）  ②編集・発行 赤穂市立有年考古館・赤穂市教育委員会  ③発行日 令和４年３月３１日  ④概 要   本書では、赤穂市立有年考古館の令和２年度の展示・研究活動をまとめています。   赤穂市内から出土している江戸時代の木簡（文字の書かれた木札や荷札）を紹介した展示「木簡－荷札
からみた江戸時代の赤穂－」、開館７０周年を記念し、創設者松岡秀夫氏の足跡をたどった「日本一小さな

考古館―有年考古館開館７０周年記念展―」の展示内容をまとめており、展示図録として参照していただ

けます。   また展示に関連した資料紹介として、市内から出土した木簡をほぼ網羅した「赤穂市内出土木簡集成」
をカラーで掲載、その内容や出土状況、歴史的意義などについて解説しています。特に赤穂城跡から出土

した義士人名木簡や有年原・田中遺跡から出土した平安時代末の疫病除けの呪符木簡など、興味深い資料

を紹介しています。   また論考として、「炭素 14年代を用いた弥生土器編年の検証」を掲載。最新の科学分析の事例から、弥

生時代の土器の年代について検証を行った論文を掲載しています。 

 

７ 問い合わせ  赤穂市教育委員会 文化財課 文化財係 担当：山中 （ＴＥＬ：０７９１－４３－６９６２                            ＦＡＸ：０７９１－４３－６８９５） 



『天然記念物 生島樹林の植生調査報告 2021』の発刊及び販売について 

 

 

１ 名  称  『天然記念物 生島樹林の植生調査報告 2021－（付）生島内埋蔵文化財詳細分布調査報告 

－』 

 

２ 販売部数  ５０部（発行部数３００部）  

  ※販売終了後は、Webサイト「赤穂市の文化財」（http://www.ako-hyg.ed.jp/bunkazai/） 

 で公開予定 

 

３ 販売開始  令和４年４月２０日（水）～ 

 

４ 販売場所  赤穂市教育委員会文化財課文化財係 

        （ＴＥＬ：０７９１－４３－６９６２ ＦＡＸ：０７９１－４３－６８９５） 

 

５ 販売価格  １部 ８００円 

 

６ 内  容 

 （1）総頁数  ４６ページ（フルカラー） 

 （2）編集・発行 赤穂市教育委員会 

 （3）発行日 令和４年３月３１日 

 （4）概 要 

   生島樹林は、天然の照葉樹林がよく残されたことから大正 13（1924）年に国天然記念物に指定されまし

た。しかし、1970年代よりムベの繁茂が見られ、他の植物を枯死させることが明らかになったため、2002

年に植生管理を目的としたムベの伐採を行いました。 

   本報告書は、伐採後 10年目となる 2012年に刊行した検証報告書（『生島の植生調査報告－植生管理 10

年後の現状－』）に続いて約 20 年目の検証報告書となり、服部 保 兵庫県立大学名誉教授、兵庫県森林

組合連合会等の協力を得て行った植生調査の結果、生島樹林が引き続き良好な状態に保たれていることを

報告したものです。 

   また、植生調査時に行った生島内の埋蔵文化財詳細分布調査についても報告し、島内に古墳が 5基存在

する可能性が示されました。 

 

７ 問い合わせ 

 赤穂市教育委員会 文化財課 文化財係 担当：荒木 （ＴＥＬ：０７９１－４３－６９６２ 

                           ＦＡＸ：０７９１－４３－６８９５） 
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